
1 教育・保育理念

保育方針
健全な心と身体の発達を促す保育を実施します。

保育目標

2 自己チェックリスト

正規保育教諭20名分 6月 11月 2月

1 保育理念目標を理解し、説明できるか 2.8 2.8 3.0

2 子供が快適に過ごすための環境が整っているか 2.5 2.7 29.0

3 子供の意欲を高めるような遊びの準備や配慮ができているか 2.3 2.5 2.8

4 見通しをもった保育をしているか 2.7 2.7 2.8

5 子供の思いを大切にしながら関わっているか 2.8 2.7 2.9

6 子供にわかりやすい温かな言葉づかいで穏やかに話しているか 2.6 2.7 2.8

7 自分を表現する力が十分でない子供の気持ちを汲み取っているか 2.7 2.8 2.9

8 制止・禁止語を不必要に用いていないか 2.6 2.7 2.8

9 甘えてくる子供に対し、適切な関わりをもてているか 2.8 2.8 3.0

10 子供が安心して話したくなるような雰囲気をもっているか 2.7 2.7 2.9

11 子供の発する様々なサインを見逃さずに対応できているか 2.6 2.6 2.8

12 遊びに入れない子供への関わり等、集団全体に気を配っているか 0.8 2.8 3.0

13 子供同士の関係をより良くするような言葉がけができているか 2.9 2.8 3.0

14 喧嘩の仲裁には双方の思いを大切にして対応しているか 2.9 2.8 3.0

15 年齢に応じた社会的ルールを身につけていけるように対応しているか 2.8 2.8 3.0

16 子供が手伝いをしたり友達を助けたり、協力しあうような姿がみられるか 2.8 2.8 3.0

17 突発的な状況に対して適切な対応ができているか 2.6 2.6 2.8

18 自分自身は楽しんで保育できているか 2.6 2.6 2.9

19 保育教諭間の信頼関係ができているか 2.6 2.6 2.8

20 教育・保育について話し合いがなされ意思統一ができているか 2.4 2.4 2.6

21 クラス単位、園全体で職員それぞれが役割を理解し、適切に動けているか 2.5 2.5 2.6

22 ＹＹプロジェクトについての理解はできているか 2.7 2.6 2.7

23 季節の歌を子供達と一緒に歌ったりピアノ演奏ができるか 2.7 2.7 2.8

24 アレルギーをもつ子供への対応は適切に行われているか 2.9 2.9 2.9

25 子供の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進しているか 2.7 2.5 2.5

26 ひまわりルームでは担当以外の職員も来園者と積極的に関わっているか

27 地域の学校、子育て支援ネットワーク等の団体と交流できているか

3 評価結果について

るＯＪＴや、園内研修等を通して年度の後半にかけて評価が向上した項目が多く見られた。

4 今後取り組むべき課題

令和４年度　職員自己評価集計表

　昨年同様、年度当初の自己評価結果に基づき、一年間を通した資質向上計画を立てて必要な研修
やOJTで意識して取り組む事項を保育教諭、主幹保育教諭、園長で共有。処遇改善Ⅱに係るキャリア
研修が昨年度までに予定をクリアしているため、外部の研修への参加は減少したが、コロナ禍のな

　コロナの感染対策が緩和された令和5年度は対面での研修が多く再開されることが想定されるので

社会の一員として重んぜられ、育てられるように、よい環境のなかで保育をします。
乳幼児期は、人間として心と身体の基礎のできる大切な時期です。子供達は人として尊ばれ、

○たくましい心と身体をつくる　○挨拶ができる
○自然を大切にし親しむ　○人の話を聞いて理解する　○自分で考えて行動する　

十分できている4　  ほぼできている3  　やや不十分である2　　 不十分である1

　令和5年度からガイドラインに沿った評価項目に変更。
多くの外部研修の参加機会を職員に与えていきたい、

自己評価時期
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